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⿃取市への提⾔書
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〇本会議の⽬的

 とっとり若者地⽅創⽣会議は、⿃取市における地⽅創⽣の取り組みの中⼼課題で

ある若者の定住やまちのにぎわいづくりに必要となる施策について、若者⾃らが調

査・研究し、若者の視点による地⽅創⽣の深化に向けた意⾒の反映を図ることを⽬

的としている。

〇会議開催⽇

令和5年

6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉

令和6年

2⽉ 3⽉

第1回
第2回

第3回 第4回
第5回
第6回

第7回
第8回

第9回
第10回

第11回
第12回

第13回 第14回
第15回

第16回
第17回
第18回

〇本年度の検討事項

〇本年度の実施イベント

⿃取市の関係⼈⼝の創出

⿃取市のまちなかの銭湯に着⽬した街のにぎわいづくり

インスタグラムを⽤いた本会議と⿃取市の魅⼒発信

地域と離れても地域と関係を持ち続ける⼿法についての検討会議

〇本年度の調査活動

⿃取市のまちなかにある銭湯の事業者及び利⽤者を対象としたヒアリング調査

第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回



１�とっとり若者地⽅創⽣会議の委員条件の緩和

 現在、とっとり若者地⽅創⽣会議では、「⿃取市内に在住（通勤、通学を含

む。）し、原則18才から30才まで」という条件で委員の選考が⾏われている。近

年は委員の多くが⼤学⽣や専⾨学⽣で占めており、活動終了後には県外への就職等

で⿃取市から離れ、関係が途絶えてしまうという課題がある。そこで「⿃取市内に

在住している」という条件については、「⿃取市内に居住したことのある」という

条件に変更し、⿃取市外から⿃取市の課題解決に取り組みたいという⼈材の意⾒反

映を⽬指すことを提⾔する。

２�⿃取市内⾼校⽣を対象としたワークショップの開催

 ⿃取市内の⾼校を卒業し⿃取市外の⾼等教育機関で学ぶ学⽣についても、市政に

関わってもらうことが重要であり、その先駆けとして⿃取市内の⾼校⽣を対象とし

たワークショップの開催を提⾔する。ワークショップは「2050年の⿃取市の課題

を考える」といった地域の課題予測を⾏うテーマとし、⿃取市内の複数の⾼校から

20名ほどの有志を募り、とっとり若者地⽅創⽣会議の委員である⼤学⽣、専⾨学⽣

や⿃取市の若⼿職員との協働を促すことで課題の深掘りが可能になると考える。

３�⿃取市関係⼈⼝IDの導⼊

 関係⼈⼝については定義が曖昧である点とその存在を把握することが困難である

ことが指摘されている。関係⼈⼝の可視化と繋がりの維持を⽬的に、⿃取市関係⼈

⼝IDを登録できる仕組みを提⾔する。ID登録者へは、⿃取市広報誌に加え関係⼈

⼝による取組をまとめたパンフレットを配布するなど関係を維持するとともに、⿃

取市内での消費活動や⿃取市に関するSNS活動等に対し特典を設けることで、関り

を深める意欲の向上に繋がると考える。
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１�新⼊⽣への銭湯クーポンの配布

 ⿃取市内の⾼等教育機関の⼊学式で、新⼊⽣に対し、⿃取市のまちなかに

ある銭湯を利⽤できる無料クーポンを配布することを提⾔する。効果として

は、まちなかの銭湯を利⽤するきっかけをつくり、中⼼市街地での消費活動

を促すことである。とっとり若者地⽅創⽣会議の委員からは、実際に銭湯の

利⽤により、まちなかを散策する機会が増えたという意⾒が複数挙げられ

た。特に⿃取市外から進学した学⽣にとっては、⾃分たちが居住する地域を

知る機会につながるものと考える。

２�銭湯へのアクセス向上を図る「銭湯時刻表」の作成

 ⿃取市は他の県庁所在地と⽐較すると公共交通の本数が少なく、銭湯をは

じめとする中⼼市街地へのアクセスが不便であると感じる。そこで、銭湯へ

のアクセス向上を図るアイデアとして「銭湯時刻表」の作成を提⾔する。銭

湯の滞在時間や⾷事などの時間に、複数の公共交通の時刻表を重ね合わせた

銭湯時刻表を作成することで、交通⼿段を持たない学⽣などが中⼼市街地を

訪れやすくなると考える。

３�⿃取市内の若者が考えた観光ルートの作成

 ⿃取市では、⿃取砂丘を中⼼とした観光ルートを作成しパンフレット配布

などの取組が⾏われている。しかし、観光ルートは砂丘や久松⼭、⽩兎海岸

など広域なルートになっているものが多い。そのため、中⼼市街地の中で⾷

事や⼊浴、遊びを完結できる観光ルートを若者視点で作成することを提⾔す

る。観光ルートの活⽤により、中⼼市街地での滞在時間が増加しにぎわいの

創出につながる。なお、観光ルートの作成時には、1の銭湯クーポンを利⽤

した⿃取市内の若者の意⾒を取り⼊れることも考えられる。
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委員

会⻑

下江�信之介

公⽴⿃取環境⼤学�3年

副会⻑

野間�嵩央

⿃取⼤学�3年

清⽔�愛結

⿃取⼤学�3年

荒⽊�陸翔

⿃取市医療看護専⾨学校�２年

⾼須�未咲

公⽴⿃取環境⼤学�2年

⽯川�妃奈穂

公⽴⿃取環境⼤学�1年

坂部�⼀葉

公⽴⿃取環境⼤学�1年

平井�亜呼

⿃取市医療看護専⾨学校�1年

下村�時朗

公⽴⿃取環境⼤学�1年


